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1.はじめに
例えばここに近年出版された2冊の本がある．落合・神家監修， 山本儀浩・益子照正編著（2013)

f体育授業で使える魔法の『言葉かけjJ （明治図書） ，および清水由編著 c2013) r r口伴奏で

運動のイメージ・リズムをつかむ体育授業J （明治図書）である．これらは体育授業の中で教師の

用いる言語的指導の方法について焦点を当てた数少ない類書の中の代表的なものである．いずれも

体育授業の中での運動学習指導に関わって用いられる具体的な言語的指導の事例を小学校教師がま

とめたものだと言ってよい．

前者では（小学校の低・中・高学年に対応した3巻本となっている），体育授業において，子ど

もたちの学習意欲を高めるためにも，また学習内容を定着させていくためにも教師の「言葉かけJ
を活用していくことが大切であるとし， f言葉かけjの内実として， 「フィードパック，賞賛・励
まし，発問，受け入れ，説明，指示jなどを取り上げ，学習の対象になる運動領域に対応させて具

体例を説明している．

後者では，とりわけ子どもたちの運動学習を促進させることに焦点を絞って，子どもにとっての

運動のイメージやリズムをつかませる言語的指導の具体例を提供している．こちらもまた個々の運

動領域において典型的となるような学習場面を取り上げた説明がなされている．

さて，本稿において直接検討の対象にしたいのは教師の言語的指導の中でも，とりわけ子どもの

運動習得や習熟を促進させるための指導言語についてである．多くの場合，子どもたちの運動の練

習時における教師の相互作用場面での f助言Jの方法に関わる問題である．教育現場の一般的な用
語使用にならえば，先の書名に登場している 「言葉かけ（言葉がけ） J，あるいは「指導言葉Jなど
と呼称されているもののー側面である．それは，通常，外部観察可能な動きの客観的・科学的説明
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に類する言語ではなく，学習主体である子どもの内部的な感覚的世界を呼び覚ますイメージ的言語

の工夫として取り上げられる．つまり，子どもの持っている身体知の地平に結びっくコードを探り

当てる作業であり，習得対象になる動きの f動感jを誘い出す媒体となるものである．このような

言語は，課題となる運動の分析と子どもが示す運動の様相の観察の接点において導き出されてくる．

そして，それらの言語のあり方を典型的にカテゴライズすれば， 「00のような感じで…jと

いった表現に代表される「比轍的言語jや，動きの読れ，力感・アクセントを生み出すような f擬

音的言語j，さらには同様な観点から動きを切り取り，強調する「リズム的表現Jなどが含まれて

いると言える（岩田， 2017). 

これらの指導言語が問題になるのは，当然ながら，体育授業において言語的指導の方策が子ども

の運動習得や運動の修正に大きな役割を果たすことが経験的に知られているからに遣いない．しか

しながら，先に取り上げた昏籍に対して， 「数少ない類曹の中の代表的なものjと表現したところ

とも関係して，これまで少なくとも体育の授業研究を中心に揖えるべき体育科教育学において，こ

のような指導言語に関する研究 ・情報の蓄積は非常に希薄と言ってよい．過去四半世紀の聞に「よ

い体育授業jを生み出すための条件になる教師行動の研究は大いに進展をみたと言ってよいし，教

員獲成の段階の学生指導を意図したテキストにもその内容が詳しく盛り込まれるようにはなってい

るものの注I），とりわけ具体的な運動指導に関わった教授行為の重要な部分を占める指導言語の側

面は，教員養成の現場では未だに十分な指導対象になっていない状況が推察される．

おそらくここには次のようないくつかの背景が潜んでいる可能性がある．

①「指導言語jの具体的なあり方は，対象となる運動の遣いによって極めて個別的なものであっ

て，その一般性をどのように描き出すのかが見通されていないこと．

②［指導言語jといっても（例えば，同一の指導言語）それを使用する教師の違いによって，共

通の学習成果を生み出せるものとは限らないこと．

③また，同ーの指導言語が，運動経験の典なる学習者に対して同様な学習成果を生み出せるもの

ではないこと．

④ f指導言語jの意義やその機能についての十分な考察がなされていないこと．

⑤さらに，その指導言語を実際にどのような観点から，いかなる方法論において生み出すことが

できるのかについて情報が簿しまた整理されていないこと．

これらの中で，同ーの指導言語が教師や学習者の違いによって学習成果が異なることは当然と言

えようが，そのことが指導言語そのものの有用性を否定するものではないし，異なる授業実践の中

で同ーの指導雷語が有意に機能している場合も少なくないものと思われる．したがって，この指導

言語の問題を発展的に追究していくためには，おそらく上記の④⑤に関する既存の情報の整理と新

たな情報発信・蓄積が不可欠な作業になってくるであろう．

そこで本研究では，体育科教育学において子どもの運動習得や習熟を促進させるための教師の指

導言語のあり方に関する研究・情報の系譜の一端を辿り，それについて整理するとともに，今後の

研究に対する展望について検討し，記述することを目的とする．とりわけその焦点は，指導言語を

創出するための視点やその方法論に置かれている．

このため第一に，我が固において体育科教育学が成立してきたおよそ1980年代以降に出版された

体育科教育に関する事典類，および体育科教育学，あるいは主に教員養成段階を想定した体育科指

導法関係の替籍文献における指導言語の扱いについて確認したい．つまり教員や学生指導用のテキ

スト類を対象とした作業である．

さらに第二として，体育科教育学研究者，特に従来，体育授業づくりの核として教師の f教材解

釈Jのカ量の大切さを強調してきた研究者にみられる記述動向を一つの系譜として取り上げてその
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整理を試みたい．運動学習を促進する教師の言語的な働きかけは，当然ながら，授業において子ど

もたちが取り組ひ課題に対する教師の「運動認識Jが関われざるを得ないからである．

2.体育科教育に関する事典類・テキスト類

まず，以下の事典類，あるいは用語集的書籍を対象としたが，結果は次のようであった．

・松田岩男・字土正彦編（1981）新版 ・学校体育大事典，大修館書店

→ 「指導言語j 「指導言葉j 「言葉がけjなど関連する項目が見当たらない

・松田岩男 ・字土正彦編（1988）学校体育用語辞典，大修館書店

→「指導言語j 「指導言葉j 「言葉がけjなど関連する項目が見当たらない

・阪田尚彦 ・高橋健夫・細江文利編（1995）学椋体育授業事典，大修館書店

→用語編に 「指導言語j 「指導言葉J「言葉がけJなど関連する項目が見当たらない
．杉山重利 ・井筒次郎・時本識資編（1996）キーワード保健体育科教育．不昧堂出販

→ f授業の実施と方法・指導技術jの領域に fことば掛けJの項目が記述されている．こ

こでは， f教授技術としてのことば掛けjとして， f賞罰としてのことばj （フィード
パック行為と してのことばの意味合い）， I示範としてのことぱJ（示範のノンパーパ
ノレコミュニケーションの意味合い〉，そして「意識の視点を変えるものとしてのこと

ばjが取り上げられている．これらの中で直接関わり合いの深い対象になるのは最後の

「意識の視点を変えるものとしてのことばjであり， 「運動の身体的指導場面におい

て，学習者の身体意識の対象を教師のことぱ掛けによって，意識の視点を変えさせ，よ

り完成された身体的事実を導きだすこ とが可能となるJという記述がある制．

・松岡重信編（1999）保健体育科・スポーツ教育一重要用語300の基礎知識，明治図書

→「指導言語Jf指導言葉J「言葉がけJなど関連する項目が見当たらない．
・日本体育学会監修（2006）最新スポーツ科学事典，平凡祉

→「体育科教育学Jの分野における大項目・小項目に「指導言語j 「指導言葉j 「言葉が
けjなど関連する項目が見当たらない．

上記にその一覧を示したように，事典類，用詩集的書籍の中では，杉山ほか（1996）の中にわず

かに［ことば掛けJの項目が確認されたにすぎない．その他のものでは用語編を含め，該当する記
述内容は見い出せない．

次にテキス ト類における記述内容の結果は以下の通りであった．

・荒木豊編者代表 （1981)教科教育法・小掌校・体育，日本標準

→関連した記述はない．

．宇土正彦編（1983）体育科教育法入門，大修館書店

→関連した記述はない．

・池田二三夫（1984）体育科教育の研究．学術図書出版社

→関連した記述はない

．成田十次郎 ・前回幹夫編（1987）体膏科教育学．ミネルヴァ書房

→関連した記述はない．

・小林一久編（1989）初等体育授業の研究，学術図書出版牡

→索引に関連項目はない．本文にも関連した記述はない．

・佐藤裕 ・吉原博之編（1990）体育教育学，福村出版
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→索引に関連項目はない．本文にも記述は見当たらない．

．字土正彦・高島稔.；｝＜島惇正・高橋健夫編 （1992）体育科教育法講義，大修館書店

→関連した記述はない．

• 2000年に改訂版が出版されているがそこにも該当する記述はない．

．教員養成基礎教養研究会 ・嘉戸備 ・立木正・新開谷央 ・菊幸一編（1994），小学校体育科

授業研究．教育出版

→関連した記述はない．

．島崎仁・杉山重利編（1997）体育科教育の理論と実践．現代教育社

→関連した記述はない．

．杉山重利・園山和夫編（1999）最新体育科教育法．大｛書館書店

→関連した記述はない．

．高橋健夫・岡出美則 ・友添秀則・岩田嫡編（2002）体育科教膏学入門，大修館・店

→索引に「指導言Jの項目があるが，本文に関連する記述はない．

・高橋健夫 ・岡出美則・友添秀則・岩田婿編 （2010）新版・体育科教育学入門．大修館書店

→索引の項目に「言葉がけjの索引がある．本文では，教師の「相互作用行動jに関連し

て， f子どもが求める言葉がけとはjという小項目の中で，子どもが役に立っと考える教

師の言葉がけは， 「矯正的フィードパック（助言・課題提示） J, 「肯定的フィードパッ

ク（賞賛．承認） JI f励ましJであるとする記述がある．ここで子どもの運動の習得

や修正に直接関連するのは， f矯正的フィードパックJであるが，詳細な説明はない．

．鈴木秀人・山本理人 ・杉山哲司・佐藤善人・越川茂樹編 （2014）小学校の体育授業づくり

入門（第三版），学文社

→関連した記述はない．

3.体育科教育研究者の記述内容の整理

ここでは，先にも指摘したように体育の授業づくりにおいて「教材解釈Jの重要性を掲げていた3

者を取り上げて，記述されてきた内容を拾い出し，整理してみたい．中森孜郎，小林篤，阪田尚彦

である．この3者の共通点は， 「教材解釈jという教師の仕事の強調にも表れているように，教育

実践者及び教授学研究者として多大な実績を残した斎藤喜博とのつながりにある．

斎藤喜博は1930年に群馬師範学校卒業後，教職に就き， 1952年以降，群馬県島村小学校，境小

学校の校長を歴任する．この間，教育科学研究会の結成や同会の教授学部会の創設に参加している．

1974年には宮城教育大学授業分析センターの教授に就任している．

斎藤には非常に多くの著作が存在しているが，その中には授業実践例に関わる具体的な記述が頻

繁に現れる．それらの多くは，文学教材の読みの指導，音楽の合唱の指導，体育のマット運動や跳

び箱運動の指導が占めている．一般に， 「教材解釈Jという用語が用いられる教科と合致している

ことは偶然ではなかろう（岩田， 2012).そのことへの指摘と関連して，斎藤が授業における子ど

もの指導に際して， 「感性的なものj f表現的なものjを重視していたことは確かであろう．とり

わけ斎藤は， 「教材解釈Jに関わって， 「イメージjという用語をキー ・ワードにしていたと言っ

てもよい（岩田， 2000). 

斎藤の体育における運動指導では，子どもに運動のイメージを喚起する方向での働きかけが頻

繁に行われていることにその特徴があると言ってもよい．特に， 「感覚的な言葉jを媒介にしなが

ら，子どもの動きの世界を導き，子どもの身体の内部を掘り起こしていく．それは運動の感覚的な

世界との交流がめざされているとも言える．これから個別に取り上げていく中森，小林，そして阪国
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の3者の記述内容には，この斎藤の指導の事例が中心的位置に据えられているのである．その意味

で，斎藤喜博を直接の対象にした指導言語論を改めて検討・考察の対象に据えることも今後の研究

の視野に含めながら，ここでは斎藤を対象にしたものをも含めて，指導言語の手法について分析，

記述している内容を整理してみたい．

3.1 中森孜郎による「教師のことばjf的確なことぱj
中森孜郎（1975）は島小学校や境小学校での斎藤喜博の指導や同校の教師たちの実踏を事例に

しながら， f教師のことぱjの f役割や特質Jについて検討している．中森は先に触れた 「教育科
学研究会Jの「身体と教育部会Jにおいて斎藤喜博と緊密な接点が存在していたと言ってよいであろ

う．ここでは特に，斎藤の著 「教育学のすすめj （斎藤喜博， 1969）に記述されている「教師の的

確な指導jに関わった分析を通してその特質を描き出している．その記述を教師の 「ことばjを生

み出す視点として整理すれば，以下の3点にまとめることができる．

①子どもの事実を見つめ，その事実を見ぬき，その事実に対応する（ことば）

②教材の本質や運動の論理にかなった方向性をもっ（ことば）

③子どもにつうじる，子どもにわかる〈ことば）

中森はこのような視点を掲げながら，それらを統合するような意味を示す斎藤の次の記述を取り

出している．

「rc教師が）いくら一般的な知識を持ち，教材の本質とか方向とかをとらえており， 子どもの
現実を見ぬくカを持っていたとしても，それだけでは指導の力にはならないのであるjすなわち，

『豊かで的確な言葉を大胆に駆使していくこと』や『言葉による豊かな表現力を持っていることj

が教師になければならないということであるj （括弧内：筆者） 出）

このよ うな指摘に関連して，中森は斎藤の次のような指導のことばの具体例を取り上げている．

．（側転）… f一方の足が地面についたとき，一方の足を空中に残しておき， ー呼吸待つ気持で，
あとから一方の足をつけるようにしなさいj

（跳び箱の踏切り〉…「ふみきり板に自分のカをくれてしまってはだめだ．ふみきり板から力を

もらって，自分のパネを倍にしなくては駄目だ．力を置いてくるのと力をもらってくる

のではたいへんなちがいだj

これらに対し中森は， Iいかにも具体的で動作の感じがよくわかることばjであり， f動作のイ

メージが浮かんでくるようであるJとして，さらに次のような解釈を与えている．

「fー呼吸待つ気持でjとか， fふみきりから力をもらって』などということばは，論理的でな

いように聞こえる．しかし，まわりくどい，論理的な説明よりも，うんとよくわかり，そのイメー

ジを具体的につかむことができる．それはなぜかと言えは一見非論理的であり，なしろ感覚的な

ひびきをもっ， このようなことばが，それぞれの運動技術の本質をたくみに表現する生きたことば

となっているj

そして，中森は「まず教師自身がその教材についてのイメータを明確にもつことが必要であり，

そのうえで，そのイメージを子どもに伝え，子ども自身のものにしていける表現（ととば）を発見

しなければならない」とする．またさらに，中森は，教授学研究者の稲垣忠彦が斎藤の授業の技術

的輪郭のーっとして捉えている「子どものイメージへの注目jを取り上げ，稲垣の 「子どもの運

動におけるイメージの役割，即ち，イメージをもつことによる身体の統制の重視j （稲垣忠彦，

1971）という指摘を引用してその解釈を補強している．
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また，上記の指摘とほぼ近接した時期に執筆した別の論考の中で中森（1975）は教師の f的確な

ことばJについて，この「イメージJの側面から次のような記述をしている．前述した斎藤の指導

の言葉を同様な事例として取り上げて論述したものである．

rrー呼吸待つ気持でjとか『ふみきり板からカをもらってjなどということばは，感覚的なことばのひびきを
持つが，それが，その運動の論理にかない，その感じをたくみにつかみ，表現しているのである．動作の学習で

は，論理的に説明しても子どもに通じないことが，このようなことばを使うと，その感じをつかませられることが

少なくない．新しい運動技術を獲得したり，今までの動作をつきくずして，より質の高い動作を生み出そうとす

るときに欠かせないのは，自分がめざそうとする動作のイメージを持つということである．そのイメージを頭に描

くことによって，はじめて，そのイメージをからだで表現しようとする意識的な練習が可能なわけである．それは丁

度，建築家がこれから建てようとする建築物の設計図を魯こうとするとき，その建築物のイメージを頭に持たな

ければ書けないのと同じである．もちろん，子どもにイメージを与えようとするときの手段は，ことばがすべてで

はない．教師の示範や他の子どもの動作を見せるということもあり，視聴覚的手段によることもある．しかし，やは

り，ことばによることのほうがずっと多いし，教師はそういうことばを発見していかねばならないのであるj

さらに中森は，野口三千三 (1972）の指摘を引き合いに出している． 「体操家の野口三千三は，

f原初生命体としての人間jの中で， fイメージによるしかうごきょうのないのが人間ではないの

かjとまで言い， 『動きのイメージは，このような分析的なものではなく，動的で，ある方向感を

もっ流れであり，総合的な直感によって創造された生きものであるから，ことばにしてみると，

(00のような感じ》と しかいいようのないことが多いjjと．

3.2 小林篤の f指導の言葉j

3.2.1 言葉を生み出す手法への接近

小林篤 (1975）は教師の「合則的jな指導の言葉，とりわけ運動の習得や修正を意図した「感覚

的なj指導の言葉について，その言葉の生み出し方に踏み込んだ検討・考察を行っている．同時に，

前述の中森と同様に，斎藤喜博の指導における言葉の駆使に関する解釈も試みてもいる．

ここではまず， f感覚的な指導の言葉Jを生み出す2つのノレート，手法について次の2つのあり

方を抽出している．以下のようにである．

①「小さな動かしやすい部分への意識の転移j

② f外の対象物への意識の転移J
①に相当する事例として，小林は宮畑虎彦（1967）が紹介している2つの言語的指導例を紹介し

ている．1つは，スキーの場面での西山実幾氏の指導例．スキーの初心者の場合，腰が後ろに引け，

ひざが伸びた後傾姿勢になってしまうが，そのような時に，直接， 「腰を伸ばせJ 「ひざを曲げ

ろJというのではなく， 「両手を後ろに引きなさいJと指示するという例．もう 1つは，走り幅挑

びの反りとぴの反り動作を教える場面での織田幹雄氏の例．スタートするプレイヤーの後ろに立っ

て， 「ふみきったら，足の裏を私の方（後方）に見せなさいJとする指示．これらについて小林は

次のように解説する．

fこの場合，なぜ腰を伸ばさなりればいけないのか，なぜ身体を反らさなければいけないのか，その原理を子

どもたちに説明するだけで子どもたちの腰が伸広身体が反るというものではない．たしかに，原理を理解した上

で『だから腰を伸ばせjfだから身体を反らせjといわれれば，なぜ腰を伸ばすのか，なぜ身体を反らすのか，そ

のわけもわからぬままに口やかましく『腰を伸ばせJr身体を反らせjといわれる場合よりも，上達は早い．子ど
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もたち自身が問題意識をもち，腰を伸ばすこと，身体を反らすことに意識を集中させるからである．

しかしそのように意識を集中させても，不慣れな運動の動作のなかで，腰とか胴のような大きな筋肉を意識

的にコントロールさせて動かすのはむずかしい．それに対して，腕とか足首のように小さな筋肉は，不馴れな運

動のなかでも，意識して動かすことが容易であるJ

そして小林は，このような西山，織田氏め指導を「身体の容易に動かし得る部分に意識を集中さ

せ，その随伴運動によって目ぎす部分の正しい動きを生み出させたJものであると解釈している．
これに関わって，小林は次のような小野勝次（1957）の指摘を引用している．

f感じは時として誤まるけれども，スポーツでは感じによって行動しなければならない．技術の検討は事実に
基づいて行うべきであるが，技術の習得は感tに基づかねばならない．……スポーツのコツの中には錯覚に基づ

いているものもかなりある．物理的事実は知るべきである杭心理的事実はたとえ錯覚であるにしても大切にし

なければならぬj

小野が説明する 「物理的事実Jと 「心理的事実jとの関係が指導言語を生み出す契機であり，
Jレートになるであろう．これは一方で，先の中森孜郎の指摘の中の f論理的jなことぼと［感覚
的jなことばとの関係に置き換えられる場合もあると同時に，運動遂行者（学習者）の意識を動作

の f直接的J対象に向けるのか，それとも「間接的J対象に向けるのかといった異なる視点とし
ても理解できる事柄であろう．この後者の「間接的J対象の向け方の違いが次の②の手法の問題
となる．

②の f外の対象物に意識を転移させるj事例として小林が取り上げているテニスでの指導の言葉
は次のようである． fラケットの振り方をやかましくいうかわりに， fネット上端のテープにボー
ノレを当てなさいjとか『コートの後ろのフェンスの上をめがけてラケットを振りなさいjなどと指

示するJものである．

ここではおそらし直接的にはラケッ ト面の作り方，あるいはスウィングの軌道などに指導の視

点が向けられてはいるけれども，その動きを護得あるいは修正させる場合に，注目すべき意識の対

象を外部に向け替えることを通して，間接的に期待される動きの学習を促進させることができる（望

ましい動きを誘い出すことができる）ことを意味していると理解してよいであろう．

さらに小林は，先の中森と同様に，とりわげ斎藤喜博の指導における言葉の使用を検討している．

小林は実際の斎藤の体育の授業を観察し，その授業記録を作成するなど，斎蕗とは深いつながりを

持っている．小林は斎躍の言葉を f美しく感覚的な指導jとして評価している．
小林はその典型的な指導言葉の事例として次の斎藤の表現を取り上げている．

f踏切板は，この辺が一番パネがあるのですよ..ijfJ定でカを集め，そのカをもっと強いカにするため
にあるんです．だから助走をしてきて，ためたカを踏切仮にくれていくのではなく，跨切板からいっぱい

すい上げなくてはいけないのです．……踏切板にお金を落としていくのではなく，踏切板からもらって，

財布をいっぱいにしていくのですj出）

この斎藤の指導の宮葉に対して，小林は次のように解釈している．

I跳箱運動の踏切で，着地時の衝撃を吸収するために柔らかに曲げられたひざが，次の瞬間には伸ばされる

ーそのパネのようにリズミカノレなひざの動きは，感覚的には，ひざが踏切板からカを吸い上げるように見える．こ
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の感覚が，リズミカノレで美しい踏切をするためのコツであろう．そのコツを斎藤氏は， f踏切板からお金をもらっ

て，財布をいっぱいにしていくjという巧みな比喰を用いて指導されるのであるj制

ここでの「比轍」というのも言葉を生み出す方法論（形式）の1っとして取り上げられたものと

して理解してよいであろう．そして小林は以下のようにまとめている．

「具体的で感覚的で，しかも合則的な指導の雷葉が，子どもたちの身体の動きをできめんに変える．さらにそ

の指導の言葉が，美しい動きについてのイメージを豊かにふくらますものであるとき，子どもたちの荒けずりな動

きは，洗練された美しい動きに変わるのであるJ

f合則的jというのは，先の中森の指摘する f教材の本質や運動の論理にかなった方向性をもっJ

ということとほぼ同義であろう．また， 「イメージを豊かにふくらますものjというのも中森の強

調点と合致している． 「巧みな『比轍jjがまさにその手法になっているとの解釈である．

3.2.2 ［感覚的な指示の言葉jの分類

さらに小林篤（2000）は， 「感覚的な指示の言葉Jを収集 ・分類する試みを提示している．小林

は，体育・スポーツ関係の文献，大学における授業での学生からの聞き取り，そして自身の授業実

践から190例の指示の言葉を収集し，それらを ri.意識を焦点化させる指示J, r2.比轍によって

イメージを育てる指示j，そして「3.擬音語による指示jの3つのカテゴリーに分類している．

このうち， 「1.意識を焦点化させる指示」は，さらに f初動時の動作に意識を集中させるJ,

「終末時の動作に意識を集中させるJ, f動かしやすい末端の部位に意識を集中させるJ, f動かし

たい部位のシンボノレに意識を集中させるJ' f随伴現象を生み出す部位に意識を集中させるJ, f足

音に意識を集中させるJ, 「外部の対象に意識を集中させるJに下位分類されている．なお，小林

(1975）において記述していた① f小さな動かしやすい部分への意識の転移Jは，上記の中の「随

伴現象を生み出す部位に意識を集中させるjに，また②「外の対象物への意識の転移Jは，およそ

そのまま I外部の対象に意識を集中させるjという項目に位置づいている．また， 「2.比轍に

よってイメージを育てる指示jは， f動作のイメージJ, 「変身のイメージJ.r rものjを操作す
るイメージJ. r rものjのイメージjに区分けしている．なお， 「3.擬音語による指示jには下
位分類は示されていない．

さて，収集された指示の言葉の分析結果として， ri.意識を焦点化させる指示jの中の「動か

しやすい末端の部位j ［終末時の動作jに意識を集中させる指示の言葉，加えて， 「3.擬音語に

よる指示」が相対的に多かったことが報告されている．

3.3 阪田尚彦の f教師の言葉J
3.3.1 f損声語jへの着目
阪田尚彦 (1990）は教師の指導の言葉を雷諾の行動調整機能の側面から検討し，教師の［指示 ・

発問・説明jなどの言語的指導について取り上げている．当然ながら，ここで対象にしたいのは子

どもの動きの磁得・修正に直結する言語的問題である．

ここで言葉の生み出し方の手法に通ずる第1の視点として「擬声語j出｝に触れている．前述した

ように，阪田の記述にも斎藤喜博との関係が濃厚であり， 「擬声語を巧みに駆使し，子どもの感覚

に働きかけながら指導していた人のひとりJとして斎藤の指導の事例（斎藤喜博， 1977）が取り上

げられている．小学校5年生の「台上前まわりjの指導場面である．
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「はい，それでいい．ごっちへこぼれたけど，それでいい．向こうの人は，もっとフワーンととびこんでそこ（踏切

り板の手前）からとびこんでごらん，（ひざを柔らかく屈伸させて）こういうふうに，ボーンとJ

この事例を基にしながら，阪田は次のような解釈を示している．

「この描写では，Iアワーンjとか『ボーンjという『身体の浮き上がけや『カのすい上げjをイメージするよ

うな擬声語が使われているのであるが，斎藤喜博氏の授業記録にはこの類の言葉が随所にあらわれていて，逆

に濁音を含んだ擬声誇はあまり見当たらないのである．ここに斎藤喜博氏の感性のカが働いているように思う

……このように擬声語ひとつとってみても，このなかに教材把握の違いがあり，その音の背後にはその言葉を発

する教師の感性のちがいがよみとれるのであるJ

阪田の指摘する「教師の感性のちがい」という指摘を，教師の「個性J的側面に帰属させて理解

してしまうのはよくないであろう．ここでは動きを感じ取る能力を土台とした教師の言葉の吟味の

力量として捉えておきたい．

3.3.2 意識の置き換えを誘導する言葉
阪田は｛意識の置き換えを誘導する言葉Jとして，言葉を生み出す方法として次の2つを提示し
ている．

①身体の他の部位に意識を移すということ

②外部の対象に意識を移すということ

ここに示された2ヮの方法は，基本的に先の小林篤（1975）が指摘していた内容とほぼ重なって

いると考えてよい．

なお，①では，先に小林篤が引用していた小野勝次の「物理的事実jと「心理的事実jという視

点のうち， 「物理的事実jに相当する対象を阪田は 「身体的事実Jという表現に置き換えている．

f身体的事実jが指導の直接の目的になる動きや身体の様態を指している．その目的を間接的に引

き出そうとするのが 「心理的事実Jであり，運動の遂行者（学習者）が動きの習得に向けて意識す

るポイントになる．ただし，前述した小林は「小さな動かしやすい部分Jへの意識の移しとして解
釈していたが，阪田はとりあえずそのような限定的な説明はしていない．

3.3.3 I直接的表現Jと f間接的表現j
阪田尚彦（2012）では，教師による言葉の有効性を検討するにあたって その言葉の意図が対象

に対する 「直接性jを持つものか「間接性Jのものかによって， 「直接的表現Jと「間接的表現J

に区分している．そのよで，ここでは特に f間接的表現Jの重要・性が語られており，次のような言
語的工夫の問題領域を取り上げている．

0前著の中でも掲げられていた f意識の置き換えJの問題

ここではバイオメカニクス（運動力学）研究者である小林一敏（1981）が指摘した運動の「動作

焦点jと「意識焦点jの視点を引き合いに出して「意識の置き換えjを補強している．小林の記述

は以下のようである．

f一つの運動には，主として運動の動力源となっている動作部位がある．例えば，ランニングでは脚の動作

である．このような部位を運動の動作焦点とよぷ．ランニング中に脚のリズムが乱れてきた時，腕をリズミカノレに

振ると，それに引き込まれて脚のリズムがととのってくる．この時運動者は意識を腕において全体の運動をコン

トローノレしている．このような部位を遼動の意識焦点とよぶI

-9-



岩田 ・牧田

つまり，阪田の論点は小林の言う 「動作焦点jの動きを f意識焦点jへと意識の世き換えをする

ことによって f間接的jに向上 ・修正する指導の方法論についてである．

o r比轍的表現jの問題
ここではいくつかの事例に基づいて比轍的表現について語られているが，とりわけ斎藤喜博の言

語的指導の場面を多く引き合いに出しながら，その意義について解釈がなされている．例えば，次

のようである．

「……これらの指導例から推測すると，斎藤氏自身が子どもの動きやそのリズムに入り込むために，もともと

言葉では伝えにくいはずの身体感覚を，比喰という手段を介して対象化し，子どもに伝えようとしているJ

r・・・H ・指導の言葉には，私自身のイメージ的な言い方になってしまうカtその子のからだにまで入り込み，何
らかの言語的手段を用いて，そこから何かを引きずり出してくる，とでもいうような動的な機能が本来的に必要

なのかもしれない．斎藤氏の数々 の比喰的表現から私はこのようなことを感じてきたj

0言葉の「音声Jの問題

阪田は，言葉の｛音声は相手のからだに直接にあたっているということであり，また，この音

声 ・声の響きがある状況に入れば，行動の制御に多大な効果をもたらすjとして，体育指導におい

て言葉の音声にもっと着目すべきであるとする．特に，先に取り上げた「擬声語jに関係する問題

が再度指摘されており，ここでは高田典衛（1976）が評価した授業例が掲げられているtt7)• 

4. r指導奮語j研究の成果と展望ー運動学との接点を求めて
ここまで「指導言語j研究の系譜として，この問題を体育授業における教師のカ量形成に関わっ

て取り上げてきた体育科教育学研究者の記述成果について列記的に整理してみた．

4.1 I指導言語jの分析枠組みに関する成果とポイント

そこでここに取り上げた範囲において， f指導言語j研究に対する分析枠組みを考える上での成

果的側面はどのように纏められるであろうか．若干ながら，今後の検討のポイントになりそうな観

点をも含めて記述しておきたい．

・小林が小野の指摘から取り上げた「物理的事実jと「心理的事実j （阪国では前者を「身体的

事実Jと表現していた）の問題，そして阪田がさらに「直接的表現jと 「間接的表現Jとして

区別した視点は非常に重要であろう． f物理的（身体的）一心理的j事実の違いには，前述し

たように中森が指摘する「論理的jな言語と「感覚的jな言語の相違である場合と同時に，運

動遂行者（学習者）の意識を獲得させたい，あるいは修正させたい動作の f直接的j対象に向

けるのか，それとも「間接的J対象に向けるのかといった異なる視点としても理解できる．そ

の意味からすると阪田の「直接的一間接的j表現と言うのは，言葉の表現の形式（論理的か感

覚的か）の問題ではなく，教師が働きかける（言葉の意味対象としての）動作の問題として識

別されていると言える．ここでは，指導言語のあり方を分析・区別する大きな枠組みとして，

f言葉の対象jとしての f直接的一間接的Jな手法，及びf言葉の形式jとしての f論理的ー感

覚的jな手法の相違を見出せると考えられる．

・上記の「言葉の対象jとしての「直接的一間接的j表現の区別において，とりわけ f間接的j

表現の手法としての f意識の置き換えjの問題は非常に重要な指摘であろう．このことは小

林 ・阪田の両者が取り上げているが，共通しているのは，獲得・修正させたい動きとは［異な

る身体的部位jに意識を向け換える，あるいは身体の外的対象に意識を向け換えるという 2つ

の手法の抽出である．時間的に阪田の指摘は小林の記述に拠っているが，異なる身体の部位に

意識を向ける場合，小林のようにわわさな部分jに限定しているわけではない．ここでは少な
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くとも「学習者が意識しやすしかっコントロールしやすい部分jに意識を向けることによっ

て，間接的，随伴的に期待する動きを誘い出し，その動きの獲得に貢献する言語的指導として

捉えておくことが有効であるかもしれない注8) • 

なお，今後の検討課題であるが，身体の「外部の対象jに意識を置き換えることに加えて， f身

体と外部の対象との＜関係、＞を生み出すように意識を方向づけるJといった言語の生み出し方
の可能性を示唆しておきたい間人

・小林（2000）が試みた 「感覚的な指導の言葉jの分類は， 「指導言語Jを分析的に研究してい
く上で重要な試みであると言える．ただし，小林の示したカテゴリーには，先に指摘した ［言

葉の対象Jの側面と， f言葉の形式j （あるいは f言葉の方略Jと表現していいかもしれな

い）のそれとが同列に並べられていると考えられる． f意識を焦点化させる指示Jというのは
「言葉の対象jの問題であるのに対し，他の「比日敢によってイメージを育てる指示J' I擬音
語による指示Jは「言葉の形式jに相当するからである．これらの相違は，指導言語を少なく
とも 2つの次元で分析・考察することの必要性を意味している．これらの位置づけの問題は今

後の研究課題になるであろう．

・さらに，ここでの 「言葉の形式j （方略）に関わっては，特に 「感覚的な指導の言葉Jの側面
において， 「比轍jと 「擬音（探声）語j表現による指導言語が取り上げられている．この中

で， f比喰jについては小林が 「動作のイメージJ,f変身のイメージJ, 「『ものjを操作す

るイメージJ' 「『ものjのイメージjといった区分を示していたが，これらを土台としなが

らもさらなる探究が必要になろう． 「操音Jについてはその表現が求められる視点やその手法

に関する具体的な検討・記述は確認できなかったと言ってよい．さらに，運動指導場面で教師

が用いる「リズムj的表現についてはほとんど触れられていない．総じて，これら 「言葉の形

式jに関わった分析的研究は今後の重要な検討課題となるであろう．

4.2 今後の研究における運動学との接点を求めて

「指導言語Jの問題は，体育授業における教師の教授行為の部分をなす基本的に極めて教育学的，
教授学的領域のものであるが，一方でそれは運動学領域との大きな接点を有するところでもあろう．

ここではその結びつきの端緒，契機になりうるところに少しばかり触れて，今後への諜題としたい．

先に阪田が f意識の置き換えJの問題の際に 「意識焦点jについて取り上げたバイオメカニクス
（運動カ学）研究者の小林一敏（1985）は，運動指導において「指導用語jは概ね次の3つに分類

できるとする．

0外から観察される形に着目している内容

（直接に演技をみたり，写真を眺めたりした場合に，動作の特徴が視覚で直接的に把握されるし，

言葉による伝達がしやすいために，最も多い用語である）

0動きに着目している内容

〈ある形から次の形へと移り変わり方の特徴を表現しようとするもの．例えば， 「ふんわりと，

ゆっくり動かすJ,Iむちのようにしなやかな動きjなど第一の形に比べると表現が難しいが，

運動者の側からは 「動きの感じJとして直観的にとらえやすくなっている）
0カの入れ方に関連した内容

（外からの視覚的観察では，すぐには分かりにくいが，運動者自身にとっては最も感覚と直結し

ている．したがって，指導者自身の体験を通して把握している運動のコントロールの急所は，実

際には大部分が力の入れ方に関係が深い）

そして小林一敏は次のように指摘している． 「カの表現は，主観的には最も直結しているのだ
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が，記述の客観性に乏しい．これに対して，形の表現は，記述の客観性は高いが，感覚的把握のた

めには誤りをおかしやすいといえる．動きの表現は，両者の中間的性質をもっているから，カと形

の聞の正しい接続のために，有力な仲立ちの役を果たす可能性が大きいJ

ここで指摘されている特に， 「動きjや 「カの入れ方jに関する内容は，スポーツ運動学（人間

学的運動学）において問題とされる f動感言語j （金子， 2005）の視点と重なっている．本稿で問

題としようとしてきた「雷葉の形式Jとしての「比轍」や「擬音J，そして 「リズムJの問題は，

すべてこの「動感言語jの問題領域であると言える．子どもの動きの習得や修正を促すための感覚

的世界の通路を探索し，誘い出す教授行為の方略なのである．

先に「擬音jに関する具体的検討や， fリズムj表現の問題がほとんど取り上げられていない

ことを指摘したが，これらの表現手法は，運動の流れやその中でのカ感，つまり動きのカ動性に極

めて重要に結びついている．例えば， 「リズムJというのは運動の時間的経過を移しとったもので

もあるし，それは一方で f力感Jを誘い出すアクセントになりうると言ってもよい．またそのこと

は動きのカ動性，動きのなかでの「緊張と弛緩（解緊） Jを生み出すことにも繋がっていく．この

ようなリズムの重要性は水泳などの f循環運動Jにおいて動きを形成しなければならない場合や，

「走って挑ぷJ 「走って転回するjなどといった「運動組み合わせJが要求される課題などにおい

て指摘できると予想される．また，動きの「タイミングJが学習者の大きな手掛かりになる場合も同

様であろう．そうだとすれば， 「言葉の形式jの問題を，そこで習得や修正の対象となる運動の課

題性の特質やそのあり方に応じて論じていくことが今後の課題として捉えられる．

加えて，これまで体育科教育にま王いて語られてきた指導の言葉の手法を運動学との関係からその

理解を深めていくことも大切であろう．本稿で取り上げている事例に即して言えば，小林篤が指摘

していた 「意識の転移j，その中でも特に「外の対象物への意識の転移jに関しては，スポーツ運

動学的にも大いに問題とされる f運動課題Jの思考方法と密接に結びついていると言える．木村真

知子 (1989）はオーストリーの自然体育において，ガウノレホーファー，シユトライヒヤーが用いた

「運動課題j (Bewegungsaufgabe）の概念について次のように指摘している．

「1.運動形成の手段（einMittel der Bewegungsformung）である．

2.遂行者の注意は，運動経過からそらされ，運動の目的に向けられる（間接的に運動経過が

改善される）．

3.運動の全体的性格が損なわれることなし運動経過が改善されるJ

ここでは改善されるべき運動経過，つまり自己の身体には直接意識を向けずに， 「運動の目的J

に学習者を方向づけるところにポイントが置かれるが，その際の「運動の目的jが身体の外部に目

標づけられる課題となる場合の指導言語が，小林の記述する f外の対象物への意識の転移jの問題

と重なってくる．ただし，ここでの「運動の目的Jはさらに多様である．例えば，木村が例示して

いる跳び箱からの着地の際の「音が間こえないように着地してごらんJといった指導雷語は， 「直

接的な身体的動作の仕方とは異なった着地の様態jに目標の転換を促しており，先に阪田が取り上

げていた f間接的表現jのー形式となるものであろう．また，小林篤が「感覚的な指示の言葉Jの

中で取り上げている「足音に意識を集中させるjというのも，このような「運動の目的jに学習者

を方向づけることとして理解することができる．

最後に，教師の「指導言語jの研究を， 「言葉の対象Jと「言葉の形式Jという 2つの次元の区

別とその相互関係の視点から進展させていくこと，および運動の課題性に応じた指導言語の探究の

必要・性を1つのまとめとして提示し，今後の課題としたい．
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注

1）例えば，高橋健夫・岡出英則・友添秀則・岩田糟編著（2010）新版体育科教育学入門，大修館書店を参照

していただければそのことが了解できるであろう．

2）ここで取り上げられている， f意識の視点を変えることばJというのは，本稿において後述する小林篤，阪田
尚彦の記述を参照しているものであるう．

3）ここでの斎藤の指摘は，斎蕗響博(1969).77頁に記述されている．

4）斎藤のこの指導の官業は，以下の文献に提示されている．高僑元彦 (1972）子どもを変えるという仕事，斎

藤喜縛編，教師が教師になるとき，国土社，p.73

5）「踏切板からお金をもらって，財布をいっぱいにしていくj…この表現は確かに比喰であろう．しかしながら，

この比喰は踏切りでの 「挑ねるJ！動作の「意味J（カを強くするということ）：を表現したものではないのだろ
うか．子どもにその動作の 「感じ」ゃfイメージjを比喰的に表現することが重要であるとすれば，斎藤の指
導の表現の中で，むしろ「踏切板からいっぱいすい上げなくてはいけないのですjにおける fすい上げjると
いった言葉の使用の仕方の方が，「動感jを誘い出すイメージ用語ではなかろうか．つまり， f財布をいっぱ
いにして」では，具体的な動きのイメージがわきにくいのではないかということである．これは筆者らの解釈

である．

6) 「援声語jはI援音語Jと肉義である．一般的には， f縫音語jの方が使用の頻度が高いかもしれない．
7）高田は授業参観をした小学校3年生の「後ろ回りJ（マット遼動）の指導において，両手の若手時にfシユツ
と押すjという教師の嘗援による働きかけを取り上げている．

8）このことは本文では取り上げていない杭小林（1975）は，背泳において腹が折れてしまう初心者に対して

「へそを高く上げなさいJという指導言語の事例を示して，「『腹を伸ばしなさいjといわれても，膝を伸ば
すのは容易なことではないが，“へそ”という具体的でしかも小さなものに意識を集中させ，それを高〈上げよ

うとすることによって腰が伸びるのであるJと指摘している．この場合，確かに「腰jよりも fへそjのほうが
［小さいJ対象と言えるが（ただし，それらはほぼ閉じ身体的位置にあるとも言えるが），同じ運動課題に対
して異なる手立て（指議言語）を用いることもできる．背泳の際に，特に学習者の意識がキックに向げられ

ると，顎が引き気味になり，顔が立ち，それと連動して腰が落ちていってしまう現象は顔繁に観察される．こ

のような場合に，意識を腕のストロークに転換させ，手のひらを頭の延長線上に「遠くに，遠くにj入水する

ようにイメージすることによって，自然と背が伸び，腰を浮かす（その沈み込みを防のことに貫献する．これ

は筆者が実際に大学生や中学生を指導する際の｝事例ではあるが，学習者にとって「意識しやすく，コント

ローノレしやすいj動作を方向づける方法として理解できるであろう．

9）例えば，岩田（2017）では，鉄棒の前方支持回転において，振動運動を起こすようなよ体の落としを大切に

する中で，鉄棒の下に敷いてある「マットの端を顎でめくるような気持ちで回ってごらんj，あるいは体育館の

I向こうの壁に顔を擦りつけるような感じで回ってごらんJといった指導言語を示しているが，これらは身体
と外部の対象との「関係jをイメージさせる言葉として解釈することができる．

文献

稲垣忠彦（1971）授業の技術的輪郵，斎藤喜博．柴田畿松・稲垣忠彦編，教授学研究2，国土社，p.25

岩岡婚（2000）体育科教育における f感性J，体育・スポーツ留学研究22(1) :34・35
岩国拷（2012）体育の教材を創る，大修館書書店.p.36 

岩田靖（2017）運動学的アプローチでよみがえる体育授業，体育科教育65(1) : 17-21 

金子明友（2005）身体知の形成（下）遼動分析論講義・方法編，明和出版，pp.193・196

木村真知子 (1989）自然体育の成立と展開，不味堂出版，pp.255・258

小林篤（1975）合則的な指導の言葉，小林篤，体育の授業，ー茎書房，pp.159・168

- 13ー



岩田 ・牧田

小林篤（2000）体育指導における感覚的な指導のこと氏小林篤，体育の授業づくりと授業研究，大修館書店，

pp.150・163 なお，該当箇所の初出は，兵庫教育大学研究紀要・第14巻（1994年）においてである．

小林一敏（1981）運動技術の進歩と理論学習，体育科教育29(10) : 66・68

小林一敏 (1985）運動指導の技術学，体育科教育33(11) : 23・25(10月増刊号う

宮畑虎彦 (1967）学習指導とキネシオロジペ体育の科学1967年5月号

中森孜郎 (1975）授業と教師のことば，中森孜郎，子どもの発達とからだの教育，管木書店， pp.80-90 なお，

この記述の初出は，中森孜郎（1974）体育の授業と教師のことば，新体育（1974年4月号）である．

中森孜郎（1975）体育授業論，聞く（斎藤喜博個人誌に 1975年冬号．なお，この論文は中森孜郎（199的教

育としての体育，大修館書店に所収されている．

野口三千三（1972）原初生命体としての人間， 三笠害房， pp.225・226

小野勝次（1957）陸上競技のカ学，同文書院，p.50

斎藤喜博（1969）教育学のすすめ，筑摩書房

斎藤喜博 (1977）わたしの授業（第二集）， ー華書房， p.76

阪田尚彦（1990）授業における教師の言葉，阪閏尚彦，体育の授業と教授技術，大修館舎店，pp.174・203

阪回尚彦（2012）指導の言葉の意識と原則，阪間尚彦，体育教育一教授学への拭み，ー董書房，pp.173・224

高田典衛（1976）体育授業入門，大修館書店， pp.108-111

-14一




